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7） スポーツ・レクリエーション施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 飯塚市のスポーツ・レクリエーション施設の分布 

 

  

 市内には、スポーツ・レクリエーション施設が点在しており、特に穂波地区では体育館や

野球場、市民プールなどのスポーツ・レクリエーション施設が 10施設立地しています。 

分布図、一覧表 
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8） 福祉・保健施設等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 飯塚市の福祉・保健施設の分布 

 

  

 市内の福祉・保健施設は、頴田地区、庄内地区、立岩地区、飯塚・片島地区、筑穂地区に

各１件、穂波地区に２件の計７件立地しています。 

分布図、一覧表 
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 道路ネットワーク 

1） 道路網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 飯塚市の道路ネットワーク 

  

 本市には、東西方向に国道 201号、国道 201号バイパスが、南北方向に国道 200号、国道

200号バイパス、国道 211 号が通過しており、それらの国道を骨格として市域の道路網が

形成されています。 

 また、福岡都市圏と本市を結ぶ重要な路線である八木山バイパスでは 4車線化に向けた工

事が進められており、篠栗 ICから筑穂 IC間は令和 6年度、筑穂 IC から穂波東 IC間は令

和 11 年度に開通予定となっています。 

分布図、一覧表 
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 運転免許保有状況及び交通事故状況 

1） 高齢者の運転免許保有状況 

 

 

 

資料：福岡県警察本部 交通年鑑 

▲ 福岡県の 65歳以上 運転免許保有者数 

 

 

 

 

※免許証自主返納者の内、飯塚市高齢介護課へ支援事業を申請した人数 

資料：飯塚市提供資料 

▲ 高齢者運転免許証自主返納者数 

 

  

 福岡県の６５歳以上の運転免許保有者数は増加傾向にあり、平成３０年には７０万人を超

えており、令和２年には７４.４万人となっています。 

 飯塚市の６５歳以上の高齢者運転免許証自主返納者数は平成２９年から令和２年までは

増加傾向にあったが、令和３年には減少に転じています。 
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2） 高齢者の交通事故 

 

 

 

※集計期間：各年 1 月～12 月 

資料：福岡県警察本部「あなたの町の交通事故」 

▲ 飯塚市の交通事故発生件数 

 

 

  

 飯塚市内の交通事故件数の推移をみると、平成２８年以降減少傾向にあります。 

 ６５歳以上の高齢者の事故件数も平成２８年以降減少傾向にありますが、交通事故件数全

体に占める６５歳以上の事故の割合は増加傾向にあり、令和３年では 629件中 218件（約

35％）となっています。 
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２ 飯塚市の既存公共交通の現状整理 

飯塚市内の地域公共交通における課題を把握するために、各種データ（地域公共交

通の状況、利用状況、財政状況など）を収集・整理しました。  

 飯塚市の公共交通ネットワーク 

 

 

※2022（令和 4）年 9月 1日現在 

▲ 飯塚市の公共交通ネットワーク  

 飯塚市と福岡都市圏及び北九州都市圏を結ぶＪＲの福北ゆたか線（篠栗線と筑豊本線の桂

川駅以北を合わせた愛称）を軸に、新飯塚駅と田川市の田川後藤寺駅を結ぶ後藤寺線、桂

川駅と筑紫野市の原田駅を結ぶ原田線（筑豊本線の桂川駅以南における愛称）の鉄道網が

構築されており、市内には計 11の駅が設置されています。 
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 飯塚市のコミュニティ交通の概要 

 

飯塚市コミュニティ交通の沿革 
 
平成 18年（2006年）3月 1市 4町が合併し、新市制の現飯塚市が発足。旧 4町の

コミュニティ交通の運行を引き継ぐ。 
 
平成 20年（2008年） 「飯塚市地域公共交通総合連携計画」を策定する。 
 
平成 21年（2009年）4月 旧 4町のコミュニティ交通を見直し、定時定路線型のコ

ミュニティバスの実証運行を開始する。 

（全 11路線、運賃 100円均一） 
 
平成 22年（2010年）4月 コミュニティバスの運行を 11路線から 13路線に拡大 
 
平成 23年（2011年） 「飯塚市生活交通ネットワーク計画」を策定する。 
 
平成 24年（2012年）4月 コミュニティバスの運行を 13路線から 3路線に再編 

（全 3路線、運賃 200円均一） 
 デマンド型予約 乗合タクシーの運行を開始する。 

（全 8地区１１台体制、運賃 300円均一） 
 

平成 26年（2014年） 「飯塚市地域公共交通網形成計画」を策定する。 
 
平成 27年（2015年）4月 コミュニティバス及び予約乗合タクシーに加え、中心市

街地において街なか循環バスの実証運行を開始する（3
年間）。 
（全 3路線、運賃 100円均一） 

 
平成 30年（2018年）3月 「第 2次飯塚市地域公共交通網形成計画」を策定する。 
 
平成 30年（2018年）4月 コミュニティバスと街なか循環バスを統合し、コミュニ

ティバスを全４路線体制による運行とする。 

 
令和元年（2019年）10月 JR九州バス（直方線）の一部区間廃止に伴い、宮若市

と共同でコミュニティバス宮若・飯塚線の運行を開始 
 
令和 2年（2020年）10月 西鉄バスの一部区間廃止に伴い、3地区の予約乗合タク

シーを利用して廃止区間における定時定路線型運行路線
ワゴン(運賃 200円均一)を開始し、予約乗合タクシー車
両を 1台増車。併せて、コミュニティバス宮若・飯塚線
の運行ルートを一部変更。 

 
令和 4年（2022年）4月   コミュニティバス 4路線を統廃合し、1路線とする。 

              まちづくり協議会が運行していた買物ワゴンを継承する
等して、エリアワゴン（地区内定時定路線型）の運行を
開始する。（全１０地区、運賃 100円均一） 

 
 
令和 4年（2022年）4月  コミュニティバス 4路線を統廃合し、1路線とする。 

まちづくり協議会が運行していた買物ワゴンを継承する等し
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 飯塚市の地域公共交通の概要 

1） 鉄道の運行状況 

 

 

※2022（令和 4）年 9月 1日現在 

▲ 鉄道路線図 

  

 飯塚市と福岡都市圏及び北九州都市圏を結ぶＪＲの福北ゆたか線（篠栗線と筑豊本線の桂

川駅以北を合わせた愛称）を軸に、新飯塚駅と田川市の田川後藤寺駅を結ぶ後藤寺線、桂

川駅と筑紫野市の原田駅を結ぶ原田線（筑豊本線の桂川駅以南における愛称）の鉄道網が

構築されており、市内には計 11の駅が設置されています。 
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▲ 飯塚市内の鉄道駅と路線図 

 

ＪＲ運行本数 
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2） 民間路線バスの運行状況 

 

 

資料：西鉄ホームページ 

※2022（令和 4）年 9月 1日現在 

▲ 民間バス路線図 

  

 飯塚市の民間路線バス事業者は 2社あったが、そのうち飯塚市と宮若市とを結んでいたＪ

Ｒ九州バスが 2019（令和元）年 9月末をもって撤退したため、現在では西鉄バスの単独運

行となっています。 

 西鉄バスは全ての便が飯塚バスターミナルまたはあいタウンに乗り入れています。 

 西鉄特急バスは福岡市や田川市などと、一般路線バスは嘉麻市や桂川町などとを結んでお

り、隣接市町との都市間移動の役割を果たしています。 

※地区別の路線図で運行本数を階級別に図示 
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西鉄バス筑豊運行本数（飯塚バスターミナルおよび飯塚・あいタウン前発） 
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資料：西鉄ホームページ 

※2022（令和 4）年 9月 1日現在 

▲ 民間バス路線図 
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3） コミュニティバスの概況 

 

 

資料：飯塚市「コミュニティ交通」利用ガイド 

※2022（令和 4）年 9月 1日現在 

▲ 飯塚市コミュニティバス路線図 

 

 飯塚市では地区間の移動支援のために、その路線バスを補完することを目的とした飯塚市

コミュニティバスを運行しています。 

 飯塚市のコミュニティバスは、市単独運行１路線、宮若市との共同運行１路線の合計２路

線となっています。 

 コミュニティバスは、民間路線バスとの運行ルート重複の見直しなどを行い、市単独４路

線を１路線への再編を行いました。「頴田・飯塚線」、「庄内・飯塚線」を廃止し、「筑穂・

飯塚線」と「高田・鎮西線」を統合した「筑穂・高田線」へ改編しています。また、宮若・

飯塚線は、廃止となったＪＲ九州バスの路線を引き継ぎ運行しています。 

 市単独運行路線の運賃は、一般が 200 円均一、小学生以下は無料、障がい者手帳の提示者

は 100 円均一となっており、平日のみの運行となっています。宮若・飯塚線は距離制運賃

を採用しており、平日の他、土休日も運行しています。 
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コミュニティバス運行本数および運行事業者 
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4） 予約乗合タクシーの概況 

 

 

資料：飯塚市「コミュニティ交通」利用ガイド 

※2022（令和 4）年 9月 1日現在 

▲ 飯塚市予約乗合タクシー運行地区  

 予約乗合タクシーは、身近な地区内の移動支援のために、同一地区内に限りドア・ツー・

ドアによる移動を可能とした公共交通機関です。 

 利用には事前の利用登録と利用の 1時間前までの予約が必要であり、ご利用希望の方が複

数いる場合には乗り合いによる運行となることがあります。 

 運賃は一般が 300 円均一、小学生以下は無料、障がい者手帳の提示者は 200 円均一となっ

ており、平日のみの運行となっています。 

 同一地区内の移動が原則であるが、一部の施設においては地区外であっても行くことが出

来るよう便宜が図られています。 
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予約乗合タクシー運行曜日および運行事業者 
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5） エリアワゴン・路線ワゴンの概況 

 

 
資料：飯塚市「コミュニティ交通」利用ガイド 

※2022（令和 4）年 9月 1日現在 

▲ エリアワゴン路線図 

  

 飯塚市では、各地区のまちづくり協議会が運行していた「買物ワゴン」を継承する形で、

地区内を定時定路線型の「エリアワゴン」を運行しています。 

 エリアワゴンは、市内１０地区で運行しており、運行曜日は地区によって異なります。 

 また、民間バスの路線縮小等に伴い、幸袋地区、鎮西地区、頴田地区では「路線ワゴン」

を運行しています。 

 エリアワゴン、路線ワゴンともに、運賃は一般が 100円均一、小学生以下は無料、障がい

者手帳の提示で介護者（１名）は無料となっています。 
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エリアワゴン運行本数および運行事業者 

 
資料：飯塚市「コミュニティ交通」利用ガイド、飯塚市提供資料    

 

 

路線ワゴン運行本数および運行事業者 

 

資料：飯塚市「コミュニティ交通」利用ガイド、飯塚市提供資料    

 

  

頴田、幸袋の便数の数え方

を確認 
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6） その他の地域公共交通資源の状況 

 商業施設（イオン）送迎バス 

 

 
資料：誠心物流（株）ホームページ 

※2022（令和 4）年 9月 1日現在 

▲ イオン穂波ショッピングセンター無料シャトルバス路線図 

 

イオン穂波ショッピングセンター無料シャトルバス運行本数（イオン発） 

 
  

 イオン穂波店では買い物客専用の無料シャトルバスを運行しており、運行ルートは下図の

とおり上三緒地区を起点としています。 
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 八木山地区スクールバス 

 

 
資料：飯塚市提供資料  

※2022（令和 4）年 9月 1日現在 

▲ 八木山地区スクールバス路線図 

 

八木山地区スクールバス運行本数 

 

 

  

 八木山地区では、平成２５年４月よりスクールバスの運行を開始しています。スクールバ

スは定時定路線型運行で、児童・生徒の登校日に運行しています。この時、一般市民も乗

車することができます。 

 運行ダイヤは、学校開校日は平日ダイヤにて運行（朝 3 便、夕 1 便）、運賃は、児童・生

徒は無料、一般乗客は 200 円（障がい者割引 100 円）となっています。 

※時点の確認 

路線図等の資料は「第 37 回飯塚市

地域公共交通協議会」（2019.10.15）より 
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 飯塚市の地域公共交通の利用状況 

1） 鉄道の利用状況 

 
 

▼ ＪＲ九州駅別・年度別乗客数 

 

 

2） 民間路線バスの利用状況 

 
 

▼ 民間路線バス年度別乗客数 

 

  

 

 

▲ 民間路線バス年度別乗客数 

  

 新飯塚駅の利用者は 2019 年度までは堅調に伸びていますが、その他の駅の利用者は

横ばいまたは減少傾向となっています。 

 2020 年度は新型コロナの影響もあり、各駅の利用者数は急減しています。 

 民間路線バスの利用者数は減少傾向にあり、2020年度は新型コロナの影響もあり、利

用者数は急減しています。 

 ＪＲ九州バスは 2019（令和元）年 9月 30日をもって路線が廃止となっています。 

※JR 九州バス 市内笠置橋～新飯塚駅間 

※JR 九州バスは、2019年 9月 30 日の運行をもって廃止 

 資料：統計いいづか 
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3） コミュニティ交通全体の利用状況 

 

 

▼ 飯塚市コミュニティ交通 利用者数 

 

 

※エリアワゴンは令和 4年から運行開始 

資料：飯塚市提供資料 

▲ 年度別 飯塚市コミュニティ交通 利用者数 

  

 予約乗合タクシーとコミュニティバスは、令和元年度まで増加傾向にあったが、令和

２年度以降は新型コロナの影響で利用者数が急減しています。 

 西鉄バスの一部区間廃止に伴い、令和２年１０月より定時定路線型の「路線ワゴン」

の運行を開始し、令和３年度の利用者数は 4,364人となっています。 

 また、JR九州バスの一部区間廃止に伴い、令和元年１０月より宮若市と共同でコミュ

ニティバス「宮若・飯塚線」の運行を開始し、令和３年度の利用者数は 12,538 人とな

っています。 
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4） コミュニティバスの利用状況 

年度別利用者数 

 

 

資料：飯塚市提供資料 

▲ コミュニティバス 年度別 路線別利用者数 

 

 

資料：飯塚市提供資料 

▲ コミュニティバス 年度別 運行主体別利用者数  

 延べ利用者数は令和元年まで増加傾向にありましたが、新型コロナの影響で令和２年

度には急減しています。令和３年度の延べ利用者数は 28,060 人で令和２年度より

1,730人増加しています。 

 運行主体別の利用者数をみると、市単独路線は令和元年度まで増加傾向、令和２年度

で急減している一方で、宮若市共同路線は運行開始の令和元年度以降増加傾向となっ

ています。全路線の延べ利用者数は、令和３年度で 40,598人となっています。 



 第２章 飯塚市の地域特性と公共交通の現況 

 

54 

 

１日あたりの利用者数 

 

 
資料：飯塚市提供資料 

▲ 年度別 コミュニティバス 路線別１日あたりの利用者数 

 

 
資料：飯塚市提供資料 

▲ 年度別 コミュニティバス 運行主体別１日あたりの利用者数 

  

 本市単独路線全体の１日あたりの利用者数は、令和元年まで増加傾向にあったが、新

型コロナの影響で令和２年度には減少しています。令和３年度の１日あたりの利用者

数は 116.4 人で令和２年度より 6.7 人増加しています。 

 運行主体別の１日あたりの利用者数をみると、市単独路線は令和元年度まで増加傾

向、令和２年度で減少しています。全路線の１日あたりの利用者数は、令和３年度で

150.8人となっています。 
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便別利用者数 

 

 

 
資料：飯塚市提供資料 

▲ 令和３年度 コミュニティバス 便別利用者数 

 

 
資料：飯塚市提供資料 

▲ 令和３年度 コミュニティバス 便別 1日あたりの利用者数 

  

 便別利用者数をみると、主に午前中の便（1～3便）の利用者が多くなっています。 

 筑穂地区の 1～3 便のように、1 便あたりの利用者が 10 人前後いる便もある一方で、

頴田・飯塚線の 5便や高田・鎮西線の 6、7便は、1便あたりの利用者が約 1人と非常

に少ない状況です。 
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5） 予約乗合タクシーの利用状況 

年度別利用者数 

 

 
資料：飯塚市提供資料 

▲ 年度別 予約乗合タクシー 運行地区別利用者数 

 

1日平均利用者数 

 
※令和４年度は５月末時点 

資料：飯塚市提供資料 
▲ 年度別 予約乗合タクシー 運行地区別１日平均利用者数  

 運行地区別の利用者数をみると、筑穂地区、穂波地区、二瀬地区、鎮西地区、飯塚東・

庄内地区では平成 30 年度、令和元年度まで増加傾向、令和２年度以降減少に転じて

いる。頴田・鯰田地区は平成 29 年度以降減少傾向となっています。 

 １日平均利用者数は、令和元年度までは各地区増加傾向、横ばいであったが、令和２

年度には新型コロナの影響で減少しています。令和３年度以降、筑穂地区、穂波地区、

二瀬地区、鎮西地区、飯塚東・庄内地区の１日平均利用者数は微増傾向にあるが、そ

のほかの地区では横ばい、減少傾向となっています。 
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6） エリアワゴンの利用状況 

月別利用者数 

 

 
※エリアワゴンは令和４年４月より運行開始 

資料：飯塚市提供資料 
▲ 月別 エリアワゴン 運行地区別利用者数 

 

 

1日平均利用者数 

 
※エリアワゴンは令和４年４月より運行開始 

資料：飯塚市提供資料 
▲ 月別 エリアワゴン 運行地区別 1日平均利用者数 

 

 

  

 エリアワゴンの月別利用者数は、飯塚東地区、菰田地区は増加傾向にあり、１ヵ月に

約 500～600 人が利用しています。 

 １日平均利用者数は、幸袋地区、頴田地区、菰田地区で 20人以上となっています。 
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7） 路線ワゴンの利用状況 

利用者数 

 

 

▼ 年度別 路線ワゴン 運行地区別利用者数 

  

※令和 4年度は 5月末時点 

※飯塚樋勝・鎮西・幸袋は令和 2年 10月より運行開始、頴田は令和 4年 4月より運行開始 

※飯塚東は令和 4年 4月からエリアワゴンの一部として運行しているため、路線ワゴン廃止 
資料：飯塚市提供資料 

 

1日平均利用者数 

  
資料：飯塚市提供資料 

▲ 年度別 路線ワゴン 運行地区別１日平均利用者数 

 

 

  

 路線ワゴン全体の１日平均利用者数は、令和２年度以降減少傾向にあり、令和４年度

５月末時点では 4.7人となっています。 

 運行地区別にみると、令和４年度５月末時点で鎮西地区は 7.8 人、幸袋地区は 4.4人、

頴田地区は 1.8人となっています。 
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 公共交通空白地域の状況 

定時定路線型の運行体系である鉄道や路線バスの利用が比較的容易である、駅から

800ｍ圏内またはバス停から 300ｍ圏内のカバー状況を整理しました。 

 

 

 
※圏域は「都市構造の評価に関するハンドブック（国土交通省）」を参考に設定 

 

▲定時定路線型公共交通によるカバー圏域 

 

  

 公共交通空白地域は、山間部や郊外の人口が少ない地域で多く存在し、二瀬地区や鎮西地

区、穂波地区の比較的人口の多いエリアにも一部みられますが、人口 100人以上の地域は

概ねカバーされています。 

 本市には市内中心部の３地区（菰田地区、飯塚地区、立岩地区）を除き、同一地区内であ

ればどこにでも行くことが可能なデマンド型の公共交通（予約乗合タクシー）があり、定

時定路線型の公共交通機関の交通空白地域を補完しています。 
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 飯塚市の地域公共交通の財政状況 

飯塚市内の公共交通における財政状況について整理しました。なお、鉄道及び民間

路線バスは飯塚市内に絞った詳細な資料が入手困難なため、各事業者がオンライン上

で公開している資料を基に、各事業の収支状況等を整理しました。 

1） 鉄道の財政状況 

 

 
資料：ＪＲ九州ホームページ 

▲ＪＲ九州 鉄道運輸収入推移 

 

 
※2018（平成 30）年の筑豊本線（桂川～原田）は運転見合わせ期間があったため未開示 

資料：ＪＲ九州ホームページ 
▲ＪＲ九州 路線別平均通過人員 

「平均通過人員」は、利用客の１kmあたりの人数を表し、以下の計算により算出している。 

【平均通過人員】＝【各路線の年度内の旅客輸送人キロ】÷【当該路線の年度内営業キロ】÷【年度内営業日数】  

 鉄道輸入収入は令和元年まで増減を繰り返しているが、令和２年には新型コロナの影

響で急減し、令和元年の約半分の 763 億円となっています。 

 平均通過人員を見ると、篠栗～桂川間（篠栗線）は 1987 年度から 2018年度にかけて

利用者が大きく増加しているが、同線の折尾～桂川間（筑豊本線）、原田線の桂川～原

田間（筑豊本線）、後藤寺線の新飯塚～田川後藤寺間については利用者が大きく減少し

ています。2020年度には新型コロナの影響で各路線とも利用者が急減しています。 
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2） 民間路線バスの財政状況 

 

 

資料：西鉄ホームページ 

▲西鉄バスグループ年間運送収入と年間輸送人員の推移（乗合バス） 

 

 

 

  

 運送収入および輸送人員ともに令和元年度まで概ね横ばい、令和２年度以降は新型コ

ロナの影響で、令和元年度の約７割程度まで減少しています。 



 第２章 飯塚市の地域特性と公共交通の現況 

 

62 

 

 

 

資料：飯塚市提供資料、西鉄ホームページ 

※2022（令和 4）年 9月 1日時点 

▲飯塚市内の民間バス路線図と補助金交付状況 

 

  

 民間バス路線において、路線維持を目的とし国及び県や市などの地方公共団体から補

助金を受けている路線は５路線となっている。 
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3） コミュニティバスの財政状況 

 

▼ コミュニティバス 年度別 事業費 

 
資料：飯塚市提供資料 

 

▲ コミュニティバス 年度別 収支率 

 

 
資料：飯塚市提供資料 

▲ コミュニティバス 年度別 利用者 1人あたりの事業費と負担金 

  

 コミュニティバスの令和３年度における収支率（運行事業費に対する運賃収入の割

合）は 10.3％で、利用者 1人あたりかかる運行事業費は 1,387円となっています。 



 第２章 飯塚市の地域特性と公共交通の現況 

 

64 

 

路線別 

 

▼ 令和 3年度 コミュニティバス 路線別事業費 

 

資料：飯塚市提供資料 

 

 
資料：飯塚市提供資料 

▲ 令和 3年度 コミュニティバス 路線別 利用者 1人あたりの事業費 

  

 路線別の 1人あたりの運行事業費では、頴田・飯塚線が最も高く 2,147円となってお

り、最も低い筑穂・飯塚線の 874円と比較して 1,273円も高い事業費となっています。 
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4） 予約乗合タクシーの財政状況 

 

▼ 予約乗合タクシー 年度別 事業費 

 
資料：飯塚市提供資料 

※運行事業費には管理システム使用料と予約受付業務委託料を含む 

 

▲予約乗合タクシー 年度別 収支率 

 

 
資料：飯塚市提供資料 

▲予約乗合タクシー 年度別 利用者 1人あたりの事業費と負担金 

 予約乗合タクシーの令和３年度における収支率（運行事業費に対する運賃収入の割

合）は 12.3％で、利用者 1人あたりかかる運行事業費は 1,681円となっています。 
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運行地区別 

 

▼ 令和 3年度 予約乗合タクシー 運行地区別事業費 

 

資料：飯塚市提供資料 
※運行事業費には管理システム使用料と予約受付業務委託料を含む 

 

 
資料：飯塚市提供資料 

▲ 令和 3年度 予約乗合タクシー 運行地区別 利用者 1人あたりの事業費 

  

 運行地区別の 1人あたりの運行事業費では、鯰田地区が最も高く 5,834円となってお

り、庄内地区が最も低く 1,142円となっています。 


